






CAPD 小児において、高頻度に腎性骨異栄養症(ROD)を認めた。活性型ビタミン D(1αD3)に

より ROD の治療を行なった所、低年令の CAPD 小児では、平均 0.13γ/Kg/day と多量を要

した。高年令児では、平均 0.07γ/Kg/day で治療効果を認めた。


